
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

御
神
殿
の
北
側
と
東
側
の

紫
陽
花
（
あ
じ
さ
い
）
の
花
が
、
水
色
や
う
す
紅
（
く

れ
な
い
）
の
花
を
咲
か
せ
て
色
鮮
や
か
で
す
。 

先

代
典
行
宮
司
が
、
丹
精
込
め
て
植
え
た
も
の
で
す
。 

日
本
原
産
の
ア
ジ
サ
イ
は
、「
あ
づ
さ
あ
い
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
そ
う
で
し
て
、
「
あ
づ
」
は
集
ま
る
、

「
さ
あ
い
」
は
藍
色
（
あ
い
い
ろ
）
を
意
味
し
ま
し

て
、
青
い
花
が
集
ま
っ
た
様
子
を
表
し
て
い
た
の
だ

そ
う
で
す
。 

唐
の
時
代
の
詩
人
で
あ
る
白
楽
天

（
は
く
ら
く
て
ん
）
が
、
実
は
、
違
う
花
の
こ
と
だ

っ
た
そ
う
で
す
が
、「
紫
陽
花
」
と
名
付
け
て
、
漢

字
表
記
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
そ
う
で
す
。 

ア
ジ
サ

イ
は
、
か
つ
て
の
日
本
で
は
、
あ
ま
り
人
気
の
あ
る

花
で
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

そ
れ
は
、
白
か
ら

赤
や
青
に
次
第
に
花
の
色
を
変
え
て
い
く
の
が
特

徴
で
、「
七
変
化
」
の
別
名
が
あ
り
、
心
変
わ
り
、

無
節
操
に
通
じ
る
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
そ
う
で

す
。 

ア
ジ
サ
イ
の
色
が
変
わ
る
の
は
、
細
胞
に
老

廃
物
（
ろ
う
は
い
ぶ
つ
）
が
た
ま
る
、
い
わ
ゆ
る
老

化
が
原
因
だ
そ
う
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
他
の
植
物

も
同
じ
よ
う
に
老
化
す
る
の
で
す
が
、
ア
ジ
サ
イ
ほ

ど
目
立
た
ず
、
し
か
も
、
ア
ジ
サ
イ
の
花
の
寿
命
が

極
め
て 

     

長
い
か
ら
、
色
の
変
化
を
た
っ
ぷ
り
と
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

中
世
の
室
町
時
代
に
、

「
能
（
の
う
）」
を
一
般
大
衆
芸
能
か
ら
芸
術
、
道

に
高
め
大
成
（
た
い
せ
い
）
し
た
と
い
わ
れ
る
世
阿

弥
（
ぜ
あ
み
）
が
書
き
残
し
た
教
育
書
で
あ
る
「
風

姿
花
伝
書
（
ふ
う
し
か
で
ん
し
ょ
）」
に
は
、「
秘
す

れ
ば
花 

秘
せ
ず
は
花
な
か
る
べ
し
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。 

そ
の
鮮
や
か
に
美
し
く
咲
い
て
い
る
花

は
、
そ
れ
自
体
が
、
美
し
い
の
で
あ
っ
て
、
多
く
を

語
っ
て
は
い
け
な
い
、
ま
さ
に
、「
秘
め
た
多
言
（
た

げ
ん
）」
な
の
だ
と
諭
（
さ
と
）
さ
れ
て
い
ま
す
。 

老
化
現
象
が
、
七
変
化
で
、
色
と
り
ど
り
の
花
を
結

構
長
く
咲
か
せ
る
な
ど
と
、
多
く
を
語
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

世
阿
弥
さ
ん
か
ら
、
叱
（
し
か
）
ら
れ

そ
う
で
あ
り
ま
す
。 
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
今
月

の
二
十
七
日
で
、
五
十
五
歳
の
齢
を
重
ね
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。 

そ
の
「
風
姿
花
伝
書
」
に
は
、
そ
の

年
齢
に
応
じ
た
稽
古
の
仕
方
が
記
さ
れ
て
い
ま
し

て
、
最
高
潮
は
、
四
十
代
前
半
で
、
そ
の
後
は
、
下

り
坂
な
の
だ
そ
う
で
す
。 

し
か
し
、
そ
の
四
十
代

か
ら
も
、
し
っ
か
り
と
稽
古
を
重
ね
れ
ば
、
有
終
の

花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
す
。 

ア
ジ
サ
イ
が
、
老
化
現
象
で
美
し
く
花

を
咲
か
せ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
長
寿
社
会
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
加
齢
と
と
も
に
、
別
の
魅
力
を
発

揮
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

お
待
た
せ
し
ま
し
た
、

宮
司
プ
レ
ス
第
百
二
十
四
号
の
発
行
で
す
。 

遅
れ

の
累
積
減
少
の
道
の
り
は
、
な
か
な
か
険
し
く
、
本

来
で
あ
る
な
ら
ば
、
第
百
三
十
四
号
の
発
行
の
は
ず

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
遅
れ
の
累
積
は
、
十
ヶ
月
と
い

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 
 

◇
京
都
大
学
教
授
の
中
西
輝
政
さ
ん
は
、
今
の
世
界

の
混
乱
の
要
因
は
、「
三
つ
の
極
端
」
に
あ
る
と
仰

っ
て
い
ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
や
欧
州
に
見
ら
れ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
の

軍
拡
（
ぐ
ん
か
く
）
と
独
裁
（
ど
く
さ
い
）
が
同
時

並
行
（
ど
う
じ
へ
い
こ
う
）
で
起
き
て
い
る
と
こ
ろ

に
あ
る
そ
う
で
す
。 

日
本
は
、
こ
の
三
つ
の
極
端

を
避
け
て
中
庸
（
ち
ゅ
う
よ
う
）、
そ
の
三
つ
の
極

端
に
か
た
よ
ら
ず
、
中
道
（
ち
ゅ
う
ど
う
）
中
正
（
ち

ゅ
う
せ
い
）
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
中

庸
と
は
、
日
本
の
国
の
伝
統
を
守
る
こ
と
な
の
だ
そ

う
で
す
。 

 
 

◇
民
俗
学
者
の
柳
田
国
男
さ
ん
は
、「
敬
神
は
要
す

る
に
道
徳
で
あ
る
」
と
説
か
れ
ま
し
た
。 

日
本
の

伝
統
を
守
る
中
庸
の
道
と
は
、
人
々
を
結
び
つ
け
る

古
来
の
神
々
を
祭
る
神
社
に
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を

見
い
だ
し
、
敬
神
崇
祖
の
誠
の
心
を
育
（
は
ぐ
く
）

む
、
日
本
人
の
道
徳
を
守
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
手
立

て
で
し
ょ
う
。 

民
俗
学
者
で
あ
り
国
文
学
者
、
歌

人
の
折
口
信
夫
（
お
り
ぐ
ち 

し
の
ぶ
）
さ
ん
は
、
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日
本
古
来
の
し
き
た
り
や
年
中
行
事
を
「
生
活
の
古

典
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。 

神
代
（
か
み
よ
）
に
つ

な
が
る
古
い
昔
か
ら
連
綿
と
つ
ら
な
り
、
祖
先
が
続

け
て
き
た
し
き
た
り
や
、
四
季
折
々
の
年
中
行
事
に
、

日
本
人
と
し
て
の
安
ら
ぎ
を
得
て
き
た
と
思
う
の

で
す
。 

生
活
の
古
典
で
あ
る
年
中
行
事
を
伝
え
守

り
継
承
す
る
こ
と
が
、
日
本
の
力
と
も
な
り
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
吉
田
松
陰
先
生
は
、「
備

え
と
は
武
器
に
あ
ら
ず 

敷
島
の
大
和
心
」
と
諭
さ

れ
て
い
ま
す
。 

大
和
心
（
や
ま
と
こ
こ
ろ
）
と
は
、

大
い
な
る
和
ら
ぎ
で
、
和
の
心
を
も
っ
て
、
む
つ
み

あ
う
、
日
本
人
の
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
（
フ
ラ
ン
ス
語
で
、

果
た
す
べ
き
道
徳
と
い
う
意
味
）
で
す
。 

フ
ラ
ン

ス
の
随
想
家
で
あ
る
モ
ン
テ
ニ
ュ
ー
さ
ん
も
、「
少

し
も
他
人
の
た
め
に
生
き
な
い
者
は
、
ほ
と
ん
ど
自

分
の
た
め
に
も
生
き
て
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
残

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
、
公
の
た
め
に
生
き
る
、
こ
れ
こ
そ
が
、
大
和

心
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

◇
中
庸
の
道
は
、「
敬
神
」
と
い
う
日
本
人
の
道
徳
、

「
生
活
の
古
典
」
と
い
う
べ
き
し
き
た
り
、
年
中
行

事
の
継
承
、
さ
ら
に
、
相
互
扶
助
相
互
規
制
の
「
大

和
心
」
を
守
り
伝
え
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。 

日

本
人
の
伝
統
的
信
念
の
別
名
（
べ
つ
み
ょ
う
）
で
あ

る
神
社
神
道
を
伝
え
守
る
我
々
神
職
の
使
命
は
、
日

本
の
歩
む
べ
き
中
庸
の
道
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
、

し
っ
か
り
と
襟
を
正
し
て
お
つ
と
め
し
て
参
り
ま

す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
宜
し
く
お
導
き
く
だ
さ
い
。 

ご
自
愛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◇
四
月
、
五
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
四
月
一
日
、
十
五
日
、
五
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
消
防
機
庫
竣
工
式 

＊
四
月
五
日 

▼
六
連
島
荒
神
社
例
祭 

＊
四
月
八
日 

▼
竹
の
子
島
金
刀
比
羅
宮
例
祭
＊
四
月
九
日
～
十
日 

▼
舟
島
祭 

※
舟
島
神
社
例
祭
、
佐
々
木
小
次
郎
慰
霊
祭 

四
月
十
五
日 

▼
彦
島
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭 

＊
四
月
二
十
三
日

▼
海
上
安
全
大
漁
祈
願
祭
（
南
風
泊
）
＊
四
月
二
十
四
日 

 

▼
昭
和
祭 

＊
四
月
二
十
九
日 

▼
塩
釜
祭 

＊
五
月
三
日 

▼
豊
野
神
社
正
式
参
拝 

＊
五
月
十
五
日 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
例
祭 

＊
五
月
二
十
日
～
二
十
一
日 

 
 

＊
前
夜
祭
、
本
殿
祭
、
御
神
幸
祭 

 
▼
手
水
舎
龍
口
奉
納
奉
告
祭 

＊
五
月
二
十
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◇
四
月
、
五
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
維
蘇
志
会
総
会 

＊
四
月
四
日 

◇
と
こ
わ
か
奉
納
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
舟
島
杯 

 

＊
四
月
九
日 

◇
奉
賛
会
監
査
、
役
員
会 

＊
四
月
二
十
一
日 

◇
敬
神
婦
人
会
総
会 

＊
五
月
七
日 

◇
早
起
会
役
員
会 

＊
五
月
十
六
日 

 
 

◇
奉
賛
会
総
会 

＊
五
月
二
十
六
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
山
口
県
神
社
総
代
会
研
修
会 

＊
四
月
四
日 

 
 

◇
下
関
支
部
幹
事
会 

＊
四
月
十
二
日 

 

◇
山
口
県
神
社
庁
役
員
会 

＊
五
月
十
六
日 

◇
中
国
地
区
社
頭
講
話
研
修
会 

＊
五
月
三
十
日
～
三
十
一
日 

 

▼
教
誨
（
き
ょ
う
か
い
）
活
動 

※
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 

◇
集
合
教
誨
男
子 

＊
五
月
二
十
二
日 

◇
集
合
教
誨
女
子 

＊
五
月
二
十
二
日 

 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
四
月
五
日
、
十
二
日
、
五
月
十
日 

 
 

◇
理
事
会 

＊
四
月
十
二
日
、
五
月
十
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◇
廣
旗
八
幡
宮
祈
年
祭
講
演 

＊
五
月
十
三
日 

▼
そ
の
他 

 

◇
下
関
木
鶏
ク
ラ
ブ
例
会 

＊
四
月
一

日 

◇
下
関
市
立
西
山
小
学
校
入
学
式 

＊
四
月
十
日 

◇
下
関
市
立
玄
洋
中
学
校
入
学
式
＊
四
月
十
日 

◇
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
四
月
十
九
日 

◇
迫
町
自
治
会
組
合
長
会
議 

＊
四
月
二
十
二
日 

◇
人
権
擁
護
委
員
会
研
修
会 

＊
四
月
二
十
五
日 

◇
西
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
歓
送
迎
会 

＊
五
月
十
二
日 

◇
玄
洋
中
学
校
学
校
Ｃ
Ｓ 

＊
五
月
十
八
日 

◇
人
権
擁
護
委
員
人
権
相
談
＊
五
月
二
十
四
日 

◇
西
山
小
学
校
Ｃ
Ｓ 

＊
五
月
三
十
日 


